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本論文は、活動銀河核の一種である「ブレーザー」の可視光・近赤外線域での時間変動について研

究したものである。その最も重要な功績は、多数のブレーザーのフレア現象を小口径望遠鏡を用い

て長期測光偏光モニター観測することにより、その普遍的な特徴を確立したことである。 

ブレーザーはジェット放射に起因する高い偏光が観測されることから、ジェット中の磁場の情報

を得ることができる貴重な天体とされてきた。一方で、先行研究では天体毎、フレア毎に異なる特

徴が報告され、普遍的な描像が得られていなかった。本論文では広島大学の「かなた望遠鏡」を使

い、約40天体のブレーザーの偏光測光モニター観測を行った結果、観測頻度の高さと観測期間の長

さにおいて質・量ともに前例のないデータサンプルを得ることに成功した。このデータから、ほと

んどのフレア期には天体が青く（スペクトルがハードに）なることが示された。これは多くのフレ

アの原因が放射領域のみかけ速度の変化ではなく、衝撃波形成による粒子加速であることを示唆す

る。先行研究とは異なり、十分なデータによって降着円盤からの寄与や長期的な変動成分を考慮す

ることで初めて得られた知見である。同様に、フレア期の偏光の挙動についても調べ、色と比べて

フレアとの相関が弱いことを明かにした。これは、ブレーザーの偏光には複数の成分が存在し、そ

の挙動は単純な偏光度・方位角という観測量だけでは記述できず、ストークスパラメータのQU平面

での軌跡として議論することが重要であることを例証した。本論文に触発され、他の研究グループ

でもブレーザーの偏光観測に特化したプロジェクトが開始されている。また、本論文のサンプルに

は狭輝線セイファートI型銀河も含まれており、フェルミ衛星による同種天体のガンマ線検出もあ

って、この天体群の多波長同時観測による研究の契機となった。 

本論文はADSによれば46件の被引用がある。この内、著者のグループ以外が主著である論文は

34件あり、すなわち全体の7割超が他グループによる論文である。本論文で使用したデータはまだ

公開はされていない（個別の共同研究でデータを共有することはあるとのこと）ため、引用はデー

タの出典に関するものよりも、論文中で報告している科学的知見に関するものと判断される。この

ように本論文は、ブレーザーの研究に新たな展開をもたらし、その波及効果が今後も見込まれる。 

以上の理由により、本論文に2015年度日本天文学会欧文研究報告論文賞を授与する。 

 

  


